
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２１年５月２０日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2006～2008 

課題番号：１８５２００８６ 

研究課題名（和文） 仏教美術における絵画と彫刻 

  

研究課題名（英文） The Relationship between Paintings and Sculptures in Japanese 

Buddhist Arts 

研究代表者 

藤岡 穣（FUJIOKA YUTAKA） 

大阪大学・文学研究科・准教授 

研究者番号：７０３１４３４１ 

 
 
 
研究成果の概要：日本の仏教美術に関する研究は、従来、絵画や彫刻といったジャンル別の研

究が主流であった。本研究は、それに対して、異なるジャンル間の相互の影響関係、ジャンル

による表現の異同の様相などを明らかにしながら、ジャンルの枠を超えた総合的な研究を目指

すものである。こうした研究は、短期間のうちに容易に達成されるものではなく、本研究では

まさにその端緒に着いたばかりであるが、今後も引き続きジャンルごとの研究成果の共有化を

はかり、より総合的な研究を目指していきたい。 
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１． 研究開始当初の背景 
 
 日本美術史研究は、明治時代以来、絵画・
彫刻・書蹟・工芸といった分野別の研究が主
流をなしてきた。その要因には、たとえば各
分野の時代による盛衰や遺存状況の相違、美
術史学における様式比較の容易さ、実技にお
ける分野区分の存在といった諸事情が考え
られ、制作技法の理解や保存修復技術の開発、
作品の保管など行政ないし博物学的な立場
においても確かに分野別の利点は少なくな

い。しかしながら、西洋美術史をはじめ、他
の地域の美術史においてはむしろ地域別、時
代別の研究が中心であり、それに比べたとき、
日本美術史研究のそうした縦割り的なあり
方はきわめて特殊である。仏教美術に関して
言えば、絵画も彫刻も典拠とされたテキスト
や図像に共通性があり、かつ絵画と彫刻が同
じ空間において機能を果たしていた事例も
少なくない。それゆえ、日本美術史研究にお
ける彫刻と絵画との乖離は、仏教美術の研究
にとっても大きな障害ともなってきた。 



２． 研究の目的 
 

本研究は、１．研究開始当初の背景に記し
たような問題意識に基づき、主として日本の
仏教美術を対象として、絵画と彫刻（厳密に
は雕塑）、あるいは工芸も含めた相異なるメ
ディアの相関性に改めて着目し、美術史学と
いう立場から積極的にメディアの相違を乗
り越えていくことをめざしたものである。 

また、本研究は、近年盛んな図様解釈論、
受容論とは異なり、様式論の復権をめざす点
にも特色がある。もっとも、絵画と彫刻の双
方を対象とし、その相関性を検証するために
は、これまでの分野別の様式比較のように、
作品を羅列するだけでは不可能であり、逆に
受容論や図様解釈論の最新の成果を踏まえ
ることが肝要である。むしろ、それを踏まえ
ることによって、初めて絵画と彫刻の形態の
相関性を同じ俎上で論じ、その様式の複雑な
関係性を解き明かすことができるはずであ
る。 
 
 
 
３． 研究の方法 
 

上記の目的を達成するうえでは、メディア
を超えて総合的に作品を把握するとともに、
従来、ジャンルの枠を大きく規定してきた２
つの傷害を乗り越えなければならない。すな
わち、第１に、実作例においては確かに絵画
と彫刻には異なる伝統が存し、２次元と３次
元というメディアの相違によって截然と表
現が区別されている事実があり、絵画と彫刻
とを総合的に把握するためには、逆にそうし
たメディアによる表現の異同を知ることも
重要な課題であること、第２に、絵画と彫刻
のいずれのメディアに対しても様式や技法
に一定の理解がなければ、やはり統合的にみ
る視点は築けないことである。 

このように、実際には、上記の研究目的は
短期間に容易に達成されるものではなく、ま
ずはその端緒を開くということが肝心であ
ると考えられた。そこで、まずは研究代表者
が所属する研究室に在籍し、仏教美術を専門
領域とする大学院生とともに問題意識の共
有化をはかり、各人が絵画、彫刻といった分
野別の意識を極力捨て、総合的に作品を見る
ことを心がけた。具体的には、各人が特定の
主題を研究テーマにかかげ、ジャンルを超え
て網羅的に作品を把握することに努めた。ま
た、問題意識の共有化のために、ジャンルを
超えて作品の共同調査を実施し、情報を共有
化し、さらに様々な場で議論を重ねてきた。 
 
 
 

４． 研究成果 
 
 2006～2007 年度の大阪府茨木市文化財調
査、2006 年度 10 月の福井県おおい町文化財
調査、2007 年度 7～9 月の京都市随心院文化
財調査、同年度 11 月の東京国立博物館調査
をはじめ、日本の各地で共同調査を実施した
ほか、中国浙江省（杭州西湖石窟、浙江
省博物館、南宋石刻館、温州市博物館な
ど）・江蘇省（瑞光塔、虎丘雲岩寺塔、
江蘇省博物館）・上海（上海博物館）、新
疆（キジル石窟、クムトラ石窟など）に
おいても共同調査を実施し、その結果、
当初目論んでいた日本の平安、鎌倉時代
の仏教美術にとどまらず、中国のそれを
も視野に入れた幅広い研究を推進でき
た。 

研究代表者のほか大学院生５人の具
体的な研究成果は、最終的に刊行した論
文集、『平成 18 年度～平成 20 年度科学研究
費補助金（基盤研究（C））「仏教美術におけ
る絵画と彫刻」研究成果報告書』に集約さ
れている。それぞれの論文のテーマ、概
要は以下のとおりである。 

 
(1)藤岡穣「仏師のダイナミズム―密教
図像から彫像へ―」 
 平安初期の密教請来以降、鎌倉時代書
紀にいたるまでの彫刻作品を対象に、密
教図像をいかに立体化したか、密教図像
のもつ規範性と彫刻家（仏師）の創造性
に焦点をあててその変遷を論じた。その
結果、10 世紀を密教図像重視の時代、11
世紀前半に登場した定朝を彫刻性復権
の旗手と位置付けるとともに、さらに運
慶と快慶の図像に対する姿勢の相違を
明らかにした。 
 
(2)山口隆介「鎌倉時代前期の十二神将
造像と図像」 
 旧浄瑠璃寺、興福寺東金堂、曹源寺に
それぞれ伝来した鎌倉前期の十二神将
像をとりあげ、定智本十二神将像と『覚
禅鈔』所載「世流布像」との関係に着目
してその異同を論じた。旧浄瑠璃寺像は、
定智本とともに醍醐寺薬師十二神将図
像に基づくもので、それぞれを忠実に再
現しながら、一方では細部に変更を加え、
十二体の統一的な表現を図っているこ
と、東金堂像は定智本と密接な関係のな
る細密な図像を下敷きにした可能性が
高く、かつ服制に強い統一性がみられ、
また宋代図様を積極的に採用している
など、両者の図像写しの傾向が異なるこ
とを指摘した。また、曹源寺像について
は、大仏殿様四天王との類似が注目され
ること、制作年代についても従来の 12



世紀末説に再検討が必要であることを
指摘した。 
 
(3)鈴木雅子「冥府からの使者―持幡童
子の源流をめぐって―」 
 禅林寺山越阿弥陀図や法華寺阿弥陀
来迎図などにみられる持幡童子をめぐ
って、その源流が十王経などに説かれ、
宋代の地蔵十王像の絵画、彫刻作例を広
く見渡した結果、それらに登場する冥界
の使者たる善悪童子に求められる可能
性を指摘し、また幡が冥界ないし異界か
らの使者を想起させることなどを指摘
した。また、そのことは禅林寺山越阿弥
陀の四天王が冥界の使者として解釈可
能であることとも符合することを確認
している。 
 
(4)森實久美子「東アジアにおける説法
印毘盧舎那如来をめぐって」 
 華厳海会善知識曼荼羅に描かれる説
法印毘盧舎那像の位置付けをめぐって、
広く東アジアの絵画、彫刻にそれに関連
する作例を博捜し、そうした手印は唐代
の薬師などにもみられること、韓半島に
おいては智拳印毘盧舎那の伝統が根強
く、説法印毘盧舎那が造形化されるよう
になるのは 14 世紀以降とみられること
などを指摘した。 
 
(5)古谷優子「福聚寺所蔵 達磨・韋駄
天・華光菩薩画像について－笵道生の絵
画と彫刻－」 
 北九州市の福聚寺に伝わる、中国から
渡来した仏師笵道生の作とみられる達
磨、韋駄天、華光菩薩について考察した。
寺史、作品の基礎データなどの確認に続
き、これらの絵画作例をもとにしたとみ
られる同寺に伝わる木像の韋駄天、華光
菩薩との比較、あるいはそれら福聚寺木
彫像と萬福寺に伝わる笵道生作の木彫
羅漢像との比較、さらには笵道生自身の
木造と画像との比較など、笵道生を例に
とりあげながら、彫刻と絵画との関係に
ついて多角的に検討を試みたものであ
る。 
 
(6)三田覚之「法隆寺献納宝物「刺繍残
片」の基礎的考察」 
 東京国立博物館が所蔵する法隆寺献宝物
のうち、中宮寺に伝来した天寿国繍帳との類
似も指摘される 52 個の刺繍残片についての
調査に基づく技法に関する分析と図様の復
元、さらには制作年代に関する考察である。
その結果、天寿国繍帳とは技法的にも図様的
にもむしろ径庭があり、たとえば文様につい
ては同じく法隆寺献納宝物の金堂灌頂幡な

どに類似が指摘できるなど、７世紀後半ない
し末頃の作例と位置付けられるとの結論が
得られた。工芸分野は、さらに金工、染織、
漆芸など細かくジャンルが分けられ、研究が
行われがちであるが、そうしたジャンルを超
えた比較検討を行った点に本研究としての
成果が発揮されている。 
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